
講師略歴

『病気や健康に関する専門職は子どもの声を
　どう聴くか：身体不調を訴える幼児との
　かかわりをめぐって　』

　講師：中島伸子先生
　（新潟大学）
2024.8.18（日）
13：00～14：00（Zoom開催）

　研究委員会　
第56回研究会のお知らせ

申込方法
研究会に参加ご希望の方は、研究会事務局email: iaecestudygroup◎gmail.com　野口隆子まで（◎を＠に書き換えてお申し
込みください。Zoom招待用URLをお送りします。研究会は会員でない方も会費無料で参加できます。
終了後、学会員用YouTubeにて当日の録画を配信いたします。

国際幼児教育学会　研究会／研修

　第56回研究会は、国際幼児教育学会2020年学術賞を受賞された中島伸子先生にご講演いただきます
（受賞論文「身体的不調を訴える幼児とやりとりをする際の養護教諭の配慮の特徴」）。
　子どもの病気や健康についての専門職である園の養護教諭および小児看護職従事者が、どのように子ど
もにかかわろうとするか、あるいは子どもの理解力をどのように評価しているかを検討した研究結果をお
示しします。身体や病気についての表現や理解を促す園環境のあり方、大人のかかわり方について皆様と
共に考えてみたいと思います。あわせて受賞論文の研究・執筆過程についても振り返ります。

（専門分野）：発達心理学、認知発達を専門とし、身の回りのモノ、生き物、人、自己等についての乳幼児の理解を研究対象
とする。最近では、乳幼児期に形成された理解をいかに小学校以降につなげるか、幼小接続期の取組のあり方、その取組への
参加による保育者・教員の意識変容にも関心をもつ。
（略歴）：1997年、お茶の水女子大学博士課程人間文化研究科単位取得退学。1999年、お茶の水女子大学より博士号（人文
科学）取得。現在、新潟大学教授（附属学校部統括長）、新潟県幼児教育推進体制連絡協議会委員長などを務める。
（著書）：「新保育ライブラリ子どもを知る保育の心理学」（北大路書房2021年分担執筆）、「乳幼児は世界をどう理解してい
るのか」（ポプラ社2023年共編著）など


